
浄
土
宗

の
触
頭
制
度

に

つ
い
て
 
(
宇

高
)

浄
土
宗

の
触
頭
制
度

に

つ
い
て

-
特

に
触
頭
の
諸
国
分
布
を
中
心
に
-

宇

高

良

哲

江
戸
幕
府
の
仏
教
教
団
統
制
策
の

一
環
と
し
て
、
諸
宗
に
触
頭
制
度

が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
触
頭
は
幕
府

の
寺

社
奉
行
の
命
を
配
下
寺
院
に
伝
達
し
、
更
に
配
下
寺
院

の
願
書
、

そ
の

他
を
幕
府

に
上
中
す
る

一
種

の
仲
介
機
関
で
あ
る
。
曹
洞
宗
や
臨
済
宗

の
場
合
は
僧
録
、
真
宗
の
場
合
は
輪
番
、
天
台
宗
の
揚
合
は
執
当
な
ど

名
称
は
異
な
る
が
ほ
ぼ
同
様

の
機
能
を
果
し
て
い
る
。
浄
土
宗

の
場
合

は
寺
社
奉
行
の
も
と
で
触
頭

の
機
能
を
有
し
て
い
た
の
は
増
上
寺
の
役

者
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

の
江
戸
の
触
頭

の
支
配
下
に
諸
国
の
触
頭

(1
)

が
設
置
さ
れ
て

一
般
の
触
下
寺
院
の
管
理
を
し
て
い
た
。

浄
土
宗

の
場
合
、

一
宗
の
総
録
所
の
触
頭
と
し
て
増
上
寺
の
役
者
が

そ
の
任
に
あ
つ
た
こ
と
は
す
で
に
解
明
さ
れ
て
い
る
が
、
触
頭
制
度
そ

の
も
の
に

つ
い
て
は
全
く
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。

浄
土
宗

の
触
頭
制
度
に
つ
い
て
は
、
成
立
年
次

・
権
能
と
機
能

・
全

国
組
織

・
変
遷
等
、

多
角
的
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、

こ
の
小
論
で
は
こ
れ
ら
を
網
羅
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
の

で
、

こ
こ
で
は
浄
土
宗

の
触
頭

の
全
国
組
織
、

特
に
諸
国
の
分
布
状
態

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

別
表
作
成
の
参
考
史
料
は
増
上
寺
所
蔵
の
元
禄
年
間
の
成
立
に
か
か

(
2
)

る
浄
土
宗
寺
院
由
緒
書
五
十
九
冊
と
、
文
政
年
間
の
成
立
に
か
か
る
知

恩
院
末
触
頭

一
冊

・
増
上
寺
末
触
頭

一
冊
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

つ
て
江

戸
時
代
の
浄
土
宗
の
諸
国
の
触
頭
寺
院
の
分
布
状
態
が
把
握
で
き
る
。

更
に
明
治
五
年
の
諸
国
触
頭
薄
 
(知
恩
院
末
分
の
み
)
 も
確
認
さ
れ
、
触

頭
寺
院
の
変
遷
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
別
表
に
明
白
な
よ
う
に
、
浄
土
宗
の
触
頭
寺
院
は
地
域
に
よ
つ

(3
)

て
知
恩
院
末
と
増
上
寺
末
に
二
大
区
分
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
尾
張

・
美

濃

・
飛
騨

・
越
後
を
境
界
と
し
て
西
国
は
知
恩
院
、
東
国
は
増
上
寺
の

管
轄
で
あ
つ
た
。
越
後
の
場
合
、
増
上
寺
末
三

ケ
寺
は
知
恩
院
末
に
も

含
ま
れ
て
い
る
。
信
濃
は
両
方
に
記
載
が
あ
る
が
、
触
頭
寺
院
の
記
載

が
ほ
ぼ
重
複
し
て
い
る
。
越
後

・
信
濃

の
両
国

は
知
恩
院
と
増
上
寺
の

両
触
で
あ
つ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
尾
張
の
場
合
、
元
禄
の
由
緒
書
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参考史料

元禄寺院由緒書

増上寺末触頭

知恩院末触頭

諸国触頭薄 (知恩院分ノミ)

浄

土
宗

の
触
頭
制
度

に

つ
い
て
 
(
宇

高
)
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浄

土
宗

の
触
頭
制
度

に

つ
い

て
 
(
宇

高
)

(4
)

で
は
増
上
寺
担
当
分
と
な

つ
て
い
る
。

諸
国
の
触
頭
は
東
国
は
増
上
寺
、
西
国
は
知
恩
院
の
管
轄
を
原
則
と

す
る
が
、
西
国
で
は
元
禄
の
寺
院
由
緒
書
を
み
る
と
、
京
都
四
ケ
本
山

の
な
か
で
知
恩
院
を
除
く
金
戒
光
明
寺

・
浄
華
院

・
知
恩
寺
は
自
己
の

(
5
)

末
寺
を
独
自
で
触
下
寺
院
と
し
て
直
接
支
配
し
て
い
る
。
更
に
江
戸
時

代
に
浄
土
宗
と
し
て
扱
か
わ
れ
て
い
た
京
都
の
六
斉
念
仏
の
本
山
の
光

福
寺
や
捨
世
派
の
本
山

一
心
院
も
地
域
別
の

一
国
単
位
の
触
頭
と
は
別

(6
)

に
末
寺
を
独
自
で
管
理
し
て
い
る
。

東
国
、
特
に
関
東

・
東
北
で
は
増
上
寺
等
の
関
東
白
旗
派
十
八
檀
林

と
、
専
称
寺

・
円
通
寺
の
東
北
名
越
派
二
檀
林
が
檀
林
と
触
頭
の
両
機

能
を
併
置

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
触
頭
と
し
て
は
地
域
別

・
国
別
を
原

則

と
し
な
が
ら
も
、
檀
林
と
し
て
の
従
来
の
由
緒
関
係
が
認
め
ら
れ
、

遠
隔
地
に
も
触
下
寺
院
を
も
つ
て
お
り
、
東
国
で
は
檀
林
独
自
の
触
頭

(
7
)

の
支
配
型
態
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
外

に
浄
土
宗

の
触
頭
は
国
別
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
、
江
戸

・

京
都

・
大
坂
等
の
市
街
地
で
は
地
域
の
特
殊
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
の

一
般
の
浄
土
宗
寺
院
は
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

一
は
増
上
寺
を
除
く
、
伝
通
院

・
霊
巌
寺

・
霊
山
寺

・
幡
随

院
の
江
戸
檀
林
の
触
頭
の
触
下
寺
院
、
二
は
当
時
の
江
戸
の
町
の
区
分

で
あ
る
五
区
 (三
田
筋

山
之
手
筋

浅
草
筋

下
谷
筋

深
川
筋
)
 の
街
道

筋
の
知
恩
院

・
増
上
寺
末
の
本
寺
格
の
寺
院
、

こ
れ
ら
は
特
定
の
触
頭

(8
)

を
も
た
ず
、
街
道
に
そ
つ
て
直
接
触
書
が
順
達
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に

江
戸
は
武
蔵
の
中
で
も
特
別
な
扱
い
を
う
け
て
お
り
、
他
の
国

々
の
よ

う
に
特
定
の
寺
院
だ
け
が
触
頭
に
任
命
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
つ
た
。

京
都
は
江
戸
同
様
知
恩
院
末
寺
院
は
上
京
門
中

・
下
京
門
中
 
(伏
見

南

伏
見
北
組
)
 と
い
う
区
分
が
あ
り
、
特
定
の
触
頭
は
定
め
ら
れ
ず
、

(
9
)

門
中
に
触
書
が
順
達
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
外
に
前
述
の
如
く
知

恩
寺

・
浄
華
院

・
金
戒
光
明
寺

・
一
心
院

・
光
福
寺
の
触
下
寺
院
が
存

在
し
た
。
京
都
の
市
街
地
以
外
で
は
他
の
諸
国
と
同
様
に
各
地
に
触
頭

が
散
在
し
て
い
る
。

大
坂
は
八
丁
目

・
生
玉

・
下
寺
町

・
天
満
の
四
門
中
が
あ
り
、
そ
れ

(
10
)

そ
れ
に
役
者
が
設
置
さ
れ
、

こ
の
役
者
が
触
頭
を

つ
と
め
て
い
る
。
し

か
し
京
都

の
上
京

・
下
京
等
と
同
様
に
、
触
頭
を

つ
と
め
る
特
定
の
役

者
寺
院
が
決
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
門
中

の
長

老
が
順
次
役
者
に
就
任
し
て
、

こ
の
役
者
が

一
代
触
頭
を

つ
と
め
た
よ

う
で
あ
る
。

本
来
江
戸
幕
府
の
教
団
統
制
策
か
ら
い
え
ば
、

各
宗
の
行
政
担
当
の

触
頭
寺
院
は
固
定
さ
れ
て
い
る
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
浄
土
宗

の
触
頭

は
京
都

・
大
坂
の
よ
う
に
門
中

・
惣
門
中
と
い
う
単
位
で
、
特
定
の
触

(1
1
)

頭
寺
院
を
定
め
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て

の
こ
と
で
あ
り
、
触
頭
そ
の
も
の
が
未
成
立
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

門
中
単
位
で
連
帯
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
元
禄

・
文
政

・
明
治
の
各
時
代
の
諸
国
の
触
頭
を
比
較
す
る
と
、
い
く

つ
か

の
触
頭
寺
院
が
交
替
し
て
い
る
。
大
勢
は
江
戸
幕
府

の
政
策
通
り
固
定
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さ
れ
て

い
る
が
、
流
動
的
な
部
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。

こ
れ
は
浄
土
宗
の
触
頭
制
度
が
知
恩
院
と
増
上
寺
を
中
心
と
す
る
二

大
区
分

に
よ
る
国
別
を
原
則
的
な
単
位
と
し
な
が
ら
も
、
金
戒
光
明
寺

等

の
各
本
山
の
触
下
寺
院
が
全
国
に
散
在
し
て
い
る

こ
と
を
認
め
た

り
、
関
東

で
は
白
旗
派
の
檀
林
、
東
北
で
は
名
越
派
の
檀
林
と
い
う
法

流
上
の
区
分
や
、
江
戸

・
京
都

・
大
坂
等
の
特
別
な
地
域
区
分
も
な
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
幕
府
側
が
宗
内
事
情
を
堪
案
し
て
効
果
的
な
命

令
伝
達
を
意
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
浄
土
宗
の
場
合
比
較
的
宗

内
の
伝
統
的
な
本
末
関
係
を
尊
重
し
な
が
ら
諸
国
の
触
頭
機
構
が
段
階

的
に
整
備

さ
れ
て
き
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
末
制
度
と
触
頭
制
度
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
が
、
必
ず
し
も

一
致

し
な
い
。
両
者
と
も
幕
府
が
教
団
に
対
す
る
封
建
的
な
支
配
体
制
の
相

乗
効
果
を

ね
ら

つ
て
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
初
期
の
本
末
制
度
に

は
教
団
側

の
主
体
性
、
換
言
す
れ
ば
法
流
を
中
心
と
す
る
師
弟
関
係
に

よ
つ
て
成

り
立

つ
て
い
る
部
分
が
多
く
、
必
ず
し
も
地
域
的
な
ま
と
ま

り
は
な

い
。
触
頭
制
度
は
幕
府
の
命
令
順
達
の
機
構
で
あ
り
、
地
域
性

が
優
先
す
る
。
そ
の
た
め
本
末
に
関
係
な
く
交
通
上
の
地
域
区
分
に
よ

つ
て
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。

浄
土
宗

で
も
貞
享
年
間
に
関
東
の
檀
林
周
辺
の
知
恩
院

・
増
上
寺
等

(
12
)

の
本
山
末
寺
は
、
近
在
の
檀
林
末
に
再
編
入
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
触
頭
制
度
の
整
備
に
と
も
な

つ
て
と
ら
れ
た
処
置
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
次
に
ど
の
よ
う
な
寺
院
が
諸
国
の
触
頭
に
任
命
さ
れ
た
か

を
実
際
に
調
べ
て
み
た
い
。

増
上
寺
管
轄
分
の
下
総
を
例
に
と
る
と
、
下
総
の
檀
林
寺
院
四
ケ
寺

(飯
沼
弘
経
寺
・
大
巌
寺

・
結
城
弘
経
寺

・
東
漸
寺
)
 と
三
祖
良
忠
の
由
緒
寺

院
ニ
ケ
寺
 
(光
明
寺

・
浄
福
寺
)
、
知
恩
院

・
増
上
寺

・
徳
川
家

の
関
係

寺
院
三
ケ
寺
 (清
光
寺

・
来
迎
寺
・
大
鹿
弘
経
寺
)
 の
計
九
ケ
寺
で
あ
る
。

知
恩
院
管
轄
分
の
筑
後
で
は
、
二
祖
聖
光
の
由
緒
寺
院
で
あ
る
善
導
寺

が
、
従
来
の
本
寺
の
格
式
の
ま
ま
触
頭
を
も

つ
と
め
て
い
る
。
紀
伊
で

は
徳
川
家
の
縁
故
寺
院
で
あ
る
大
智
寺
が
、
尾
張
で
も
同
じ
く
徳
川
家

の
縁
故
寺
院
相
応
寺
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
触
頭
を
つ
と
め
て
い
る
。

諸
国
の
触
頭
寺
院
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
浄
土
宗
の
触
頭
寺

院
は
、
本
山

・
本
寺

・
檀
林

・
歴
代
由
緒
寺
院

と
い
つ
た
浄
土
宗
の
伝

統
的
な
有
力
寺
院
と
、
徳
川
家
、
乃
至
諸
大
名
家
の
菩
提
寺
と
し
て
建

立
さ
れ
た
新
興
の
有
力
寺
院
の
二
通
り
に
大
別
す
る
こ
と
が
可
能
な
よ

う
で
あ
る
。
更
に
特
殊
な
形
式
と
し
て
寺
院
の
集
中
し
た
市
街
地
で
は

(
13
)

特
定
寺
院
で
な
く
門
中
で
触
頭
を
請
負

つ
て
い
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た

(14
)

交
通
上
の
遠
隔
地
で
は
数
ケ
寺
が
同
格
で
触
頭

に
任
命
さ
れ
て
お
り
、

格
式
と
い
う
よ
り
は
当
番
的
な
色
彩
が
強
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の

よ
う
な
触
頭
を
も
加
え
る
と
四
通
り
の
分
類
が
可
能
で
あ
る
。

最
後
に
浄
土
宗
の
触
頭
制
度
の
成
立
年
次
に

つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て

お
き
た
い
。
管
見
で
は
浄
土
宗
は
曹
洞
宗
の
よ
う
に
諸
国
の
録
所
設
置

(
15
)

の
年
次
を
特
定
す
る
史
料
は
確
認
で
き
な
か
つ
た
。
し
か
し
美
濃
国
岐

阜
本
誓
寺
が
元
禄
十
年
に
提
出
し
た
由
緒
書
の
本
文
中
に
、
「
先年
汐
美

浄

土
宗

の
触
頭
制
度

に

つ
い
て
 
(
宇

高
)
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浄
土
宗
の
触
頭
制
度
に
つ
い
て
 (宇

高
)

(知
恩
院
)

濃
国

一
宗
御
改
之
節
、
本
誓
寺
江
濃
州
之
触
頭
、
従
御
本
山
被
仰
付
、」
と

あ

り
、

こ
れ
以
前
に
知
恩
院
末
の
触
頭
制
度
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

こ
の

「
先
年
」
が

い
つ
を
さ
す
か
は
明
白
で
な
い
が
、
私
は
寛

永
十

一
年
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
寛
永
十

一
年
五
月
六
日
付

の

「
浄
厳
院
深
誉
書
上
」
を

み
る
と
、

一
、
今
度
従
知
恩
院
白
旗
流
義
諸
寺
庵
御
改
二
付
而
、
浄
厳
院
井
諸
末
寺
等

迄
無
落
寺
可
書
上
由
、
被
仰
下
候
付
而
、
則
相
触
候
処
二
、
諸
末
寺
無

別
儀
着
帳
仕
候
、
(
以下
略
)

と
あ
り
、
元
禄
十
三
年
六
月
十
三
日
付
の
知
恩
院
役
者
書
翰
控
に
、

和
州
当
麻
念
仏
院
末
寺
尼
寺
来
迎
院
、
其
末
寺
同
所
紫
雲
庵

・
横
内
村
千
手

院

・
磯
壁
村
法
泉
寺
、
右
三
ケ
寺
本
末
出
入
二
付
、
四
年
己
前
於
当
山
双
方

裁
許
之
上
、
寛
永
十
一
年
諸
国
末
寺
改
之
帳
面
、
三
ケ
寺
共
二
来
迎
院
末
寺

と
判
形
之
趣
以
、
先
規
之
通
来
迎
院
末
寺
二
被
中
付
候
、
(
以下
略
)

と
あ
る
。
知
恩
院

で
は
寛
永
十

一
年
に
本
末
帳
が
作
成
さ
れ
、
元
禄
年

(
16
)

聞
ま
で
本
末

の
基
本
台
帳
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
知

恩
院
の
本
末
帳
は
現
存
し
な
い
が
、
関
東
分
の
寛
永
本
末
帳
は
内
閣
文

(17
)

庫
に
現
存
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
本
末
帳
記
載
の
本
寺
格
寺
院
と
触

頭
寺
院

が
か
な
り

一
致
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
私
は
寛
永
十
年
前
後
に

浄
土
宗

の
触
頭
制
度
の
原
型
が
諸
国
に
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
前
述
の
紀
伊
大
智
寺
や
尾
張
相
応
寺
等
の

(18
)

大
名
の
菩
提
寺
の
中
に
は
寛
永
十
年
以
降
に
成
立
し
た
寺
も
あ
り
、
浄

土
宗
の
諸
国
の
触
頭
制
度
は
徐

々
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

一
時

に
成

立

し
た

も

の

で

は
な

い
。

そ

し

て
少

く

と
も

元
禄

年

間

に

は
、

そ

の
後

寺

院

の
交

替

や

増

減

は
あ

る
が
、

浄

土

宗

の
諸

国

の
触

頭

制

度

は

確

立

し

て

い
た

よ

う

に
思

わ

れ

る
。

1

「
諸
宗
階
級
」
、
豊

田
武

著

『
日
本
宗
教
制
度
史

の
研
究
』
参

照

2
・
5
・
6
・
7
『
増

上
寺

史
料
集
』
五

・
六

・
七
巻

「
浄
土
宗

寺

院

由

緒

書
」
参

照

3
・
4
 
同
右

七
巻
所
収
、

拙

稿

「
浄
土
宗
寺

院
由
緒
書
解
題
」
参

照

8
 
増

上
寺
所
蔵

「
江
戸
浄

土
宗
寺
院
五
区
分
」
参

照

9

「
浄
土
宗
寺
院

由
緒

書
」
一

・
二

・
三
、
「
知
恩
院
日

鑑
」
所

収

元

禄

八
年

三
月
二
日
付
書
状
控

参
照

10

「
知
恩
院

日
鑑
」
所

収
、

元
禄
八
年
十

一
月
廿
九

日
書
状
控
参
照

11
・
13
 

近
江
信
楽

・
近
江
草
津

・
摂
津
兵
庫

・
遠
江
国

12
 

貞
享

四
年

正
月

「
田
舎
檀
林

へ
新
附
之
寺
院
覚
」
参

照

14
 
大
和

当
麻
寺

・
信

濃
飯

田

・
越
後
新
発

田

・
淡
路

・
対
馬

15
 
広
瀬

良
弘
氏
稿

「
近
世
曹
洞
宗

に
お
け

る
録
所
設
置

に

つ
い
て
」
に

よ

れ
ば
、
曹
洞

宗
で
は
寛
永
六
年
六
月

に
諸
国

の
録
所
が
設
置

さ
れ
て

い
る
。

16
 

中
井
真

孝
氏
稿

「
知
恩
院

の
京
都
門
中

に
つ
い
て
」
『
法
然
学

会
論
叢
』

第
二
号
所
収

17
 
拙

著

『
江
戸

浄
土
宗
寺
院
寺
誌
史
料
集
成
』
所

収

18
 

大
智

寺
は

「
浄
土
宗
寺
院
由
緒
書
」
四

十

一
に
よ
れ
ば
、
徳

川
頼

宣

の

請
待

に
よ

り
、
寛
永
十
年

に
草
創
。

相
応
寺

は

「
浄
土
宗
寺
院

由
緒
書
」

補
二
に
よ
れ
ば
、

徳
川
義

直
に
よ

つ
て
寛
永
二
十
年

に
草
創
。

(
大
正
大
学
講

師
)
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